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各 位 

会 社 名  株式会社環境フレンドリーホールディングス 

代表者名  代表取締役社長 車 陸昭 

    （コード：3777、東証グロース） 

問合せ先  管理部長 中村 尚美 

    （TEL．03-6261-0081） 

 

 

（開示事項の経過）ペロブスカイト事業に係るショールーム兼販売拠点の開設に関するお知らせ 

 

当社は、2025年 1月 20日付「新たな事業の開始に関するお知らせ」および 2025年 12月 19日付「（開示事

項の経過）ペロブスカイト事業に係るショールーム兼販売拠点の進捗に関するお知らせ」にて開示しておりま

したショールーム兼販売拠点について、この度、2026 年 3 月 23 日に開設いたしましたので、下記のとおりお

知らせいたします。 

記 

 

１. ショールーム兼販売拠点の開設について 

当社グループは、次世代太陽電池として注目されるペロブスカイト太陽電池関連事業の推進の一環として、

製品展示・技術紹介・商談機能を兼ね備えたショールーム兼販売拠点を東京都港区に開設いたしました。 

当該ショールームでは、軽量・フレキシブル型ペロブスカイト太陽電池パネルや BIPV 型パネルなど、当社

が取り組む各種製品・技術の展示を行うほか、今後展開を予定している応用製品についても実際に体験・体感

できる展示空間として整備しております。 

本拠点は、企業・自治体・建材メーカー・デベロッパー等との共同検討・実証プロジェクトの創出拠点とし

て活用するとともに、ペロブスカイト太陽電池の社会実装および市場開拓を推進する営業拠点として活用して

まいります。 

また、現在、複数の企業・自治体との協業および実証案件について協議を進めております。 

 

２. 施設概要 

所 在 地 ： 東京都港区西新橋三丁目 24番９号 飯田ビル５階 

開 設 日 ： 2026年 3月 23日 

主 な 機 能 ： ・ペロブスカイト太陽電池関連製品の展示 

・技術紹介および商談スペース 

・用途開発および共同検討スペース 

・営業および情報発信拠点 
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３. 展示内容（例） 

ショールームでは以下の展示を予定しております。 

・軽量・フレキシブル型ペロブスカイト太陽電池パネル 

・BIPV透光型ペロブスカイトパネル 

・BIPV耐石材型ペロブスカイトパネル 

・小型ペロブスカイト太陽電池セル 

また、ペロブスカイト技術を応用した小型デバイスなど、今後の製品展開を想定した展示も行っております。 

 

４. 国内生産工場の新設について 

国内生産工場の新設につきましては、既存建屋を活用した工場整備（居抜き物件の活用）を前提に 2027 年

の生産開始を目標とし、2026年中の用地選定および契約締結等を前提に検討を進めております。 

現在、物件および土地の候補地の選定を進めており、複数の自治体および関係機関と協議を行っております

が、現時点において具体的な開設時期を見通せる段階には至っておりません。 

これまでの検討においては、複数の候補案件について比較検討を行った結果、建物面積や価格条件、工場要

件との適合性等の観点から一部案件については見送りとし、現在は茨城県境町案件および山梨県案件を中心に

検討を継続しております。 

特に、電力供給に関する事前協議を実施し、工場設置に必要な電力供給の可否等について確認を進めており、

工場概要（建築構造、導入設備、消費電力等）に関する情報整理を進め、関係各所との協議を継続しておりま

す。 

加えて、栃木県、千葉県、福島県、福岡県等においても工場用地および既存施設の情報収集を継続しており、

引き続き最適な立地の選定を進めてまいります。 

また、2025 年 10 月 29 日付「GX 推進および地域産業の高度化に向けた茨城県境町との包括的連携に関する

覚書（MOU）締結のお知らせ」にて開示いたしましたとおり、境町における 10MW規模のペロブスカイト太陽電

池製造工場の建設、および将来的な 100MW規模への拡張に向けた検討は継続しております。 

なお、現時点では開設時期および規模等の具体的な確定には至っておらず、今後重要な進展があった場合には

速やかにお知らせいたします。 

 

５. 今後の展開 

当社は、本ショールームを活用し、 

・建材分野 

・モビリティ分野 

・都市インフラ分野 

などへの応用展開を視野に入れ、企業・自治体との連携による実証案件の創出に向けた取組を進めてまいり

ます。 

今後、各種施策の具体的な進展があった場合には速やかにお知らせいたします。 

 

６． 業績への影響 

本件に係るショールーム開設費用は概算で 11 百万円程度を見込んでおり、また、今後の運営費用について

は年間 12百万円程度を想定しております。 
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本件は主として展示・営業拠点の開設に関するものであり、現時点において当社連結業績への影響は軽微で

あると見込んでおります。 

今後開示すべき事項が生じた場合には速やかにお知らせいたします。 

 

以上 
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【参考資料】ショールームの様子（2026年 3月 23日開設） 

本ショールームは、企業・自治体との協業検討等に活用することを想定しております。 

 

 

① 外観・エントランス 

東京都港区に開設したショールーム外観およびエントランスの様子 

 

 

 

② 展示エリア 

ペロブスカイト太陽電池パネル等の展示状況 

 

 

 

 

③ 体験・商談スペース 

来訪者が実際に製品特性を体感できる展示および商談スペース 

 

 

 

 

 

※本資料は参考情報であり、開示内容を補足するものです。 


